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中野製薬株式会社

・ 設立 １９５９年
・ 資本金 １億円
・ 従業員数 約２６０名

・ 本社 京都市山科区東野北井ノ上町６番地の２０
・ 草津工場 滋賀県草津市南山田町６３番地の１

会社紹介
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会社紹介

本社全景 草津工場全景
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会社紹介

草津工場
稼働 １９７３年

敷地面積 約３８，０００ｍ２

従業員 約１００名

生産品目 化粧品：約４００品目

シャンプー・トリートメント・仕上げ剤・その他

医薬部外品：約６００品目

染毛剤・パーマ剤・育毛剤・その他
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会社紹介

ＣＳＲ情報

廃棄プラスチックの再資源化

廃水処理水の再利用

液化石油ガス（ＬＰガス）の使用

環境・美化への取組み（ＣＯ2 削減・清掃活動）
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「ＧＭＰの３原則」の追及

化粧品ＧＭＰ対応状況

① 生産における人為的な誤りを最小限にする。

② 汚染及び品質低下を防止する。

③ 高い品質を保証するシステムを設計する。

確かな品質保証と、高い信頼性の獲得へ
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ＧＭＰ組織

化粧品ＧＭＰ対応状況
管理監督者

責任技術者
内部監査責任者

品質管理責任者 製造管理責任者

衛生管理責任者

試験責任者

品質情報責任者

回収担当責任者

変更管理責任者

逸脱管理責任者

教育訓練責任者

文書管理責任者

調整工程責任者

秤量工程責任者

充填工程責任者

包装工程責任者

原料・バルク保管責任者

包装資材･製品保管責任者

（教育訓練責任者）

品質管理部門と

製造管理部門を区別
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ＧＭＰ手順書

化粧品ＧＭＰ対応状況

手順書Ｎｏ． 手順書等文書名

０１ ＧＭＰシステム総則

０２ 組織

０３ 教育訓練手順書

０４ 構造設備維持管理手順書

０５ 機器手順書

０６ 原料の取り扱い及び保管手順書

０７ 供給者の評価及び選定手順書

０８ 包装材料の取り扱い及び保管手順書

０９ 生産用水の品質管理手順書

１０ 製造作業手順書
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化粧品ＧＭＰ対応状況
手順書Ｎｏ． 手順書等文書名

１１ 包装作業手順書

１２ 最終製品出荷許可手順書

１３ 最終製品保管管理手順書

１４ 品質管理試験室手順書

１５ 規格外処理手順書

１６ 廃棄物手順書

１７ 委受託手順書

１８ 逸脱手順書

１９ 苦情処理手順書

２０ 回収手順書

２１ 変更管理手順書

２２ 内部監査手順書

２３ 文書化手順書

２４ 衛生管理手順書
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化粧品ＧＭＰ対応状況

　製造指図書(Ⅲ)

　（製造計量記録書）

　その他

　※生産処理票（製造）

10 　製造作業手順書
　製造指図書(Ⅰ)

　（製造配合・歩留記録書）

　製造指図書(Ⅱ)

　（製造工程記録書）【目的】

適正な製造管理及び品質管理の下で製造作業

を実施するための手順書

衛生管理手順書に

従い確認する

機器手順書に

従い確認する
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化粧品ＧＭＰ対応状況

衛生管理

・エフ付け改善活動

・クリーン＆メンテナンス（ＣＭ）タイム導入

・安全衛生委員会

・予防保全（メンテナンスデー）実施
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化粧品ＧＭＰ対応状況

教育訓練

・ 「星取り表」の活用（従業員習熟度の把握と訓練）

・化粧品ＧＭＰ講座の実施

（部門長への管理者教育訓練など）

※昨年、化粧品等品質管理指導員の取組みとして作成した

「習熟度確認テスト」等を活用し、講習等を行った。
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構造設備

化粧品ＧＭＰに関する改善事例

原資材一時保管室

ロールシャッター及び

ドア窓の防虫対策

・防虫用シートの採用
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構造設備

化粧品ＧＭＰに関する改善事例

充填設備洗浄室

配置の見直し

・人の動線を考慮し、長靴

などの更衣場所を変更

更衣室
洗浄作業場

包装室
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衛生管理

化粧品ＧＭＰに関する改善事例

包装室充填ライン

配線コード類

・コード類を束に纏め、

床の定期清掃を簡易化
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今後の課題など

一部の管理者だけでなく、従業員全員が化粧品ＧＭＰに
ついて正しい理解をもつために、今後も引き続き教育訓
練を計画的に実施できるよう努める。

化粧品ＧＭＰの考え方に基づく改善が、日常的に行われ
るようなより良い環境をつくるよう努める。
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